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Wolves have an interesting way of raising their young.

オオカミの子育て［科学］（80 words） 本体p.34

OS V

●オオカミの生態
　オオカミは子育てに入ると，所属する集団の中にいる別のオオカミが母親オオカミの代理をするが，これ
はよく用いられる「一匹狼」（lone wolf）という表現からは想像しにくいオオカミの生態だろう。日本語に
も「群

ぐんろう

狼」という言葉があるように，オオカミの社会単位はもともと群れなのである。ここで言う「オオカ
ミ」はハイイロオオカミもしくはタイリクオオカミ（学名 Canis lupus）のことで，北半球に広く分布する
種のことである（ちなみに，日本で絶滅したとされるニホンオオカミとエゾオオカミはこのハイイロオオカ
ミの亜種）。このオオカミは８〜 12頭の家族集団で暮らし，これが彼らの社会単位となるが，この単位をパッ
ク（pack）と呼ぶ。パックには，中心となる雌雄がそれぞれ一頭いるが，残りのオオカミはすべてその子供
たちだとされる。子供は大きくなるまでパックにとどまり，ある程度大きくなると，パートナーと出会うた
めに群れを出て放浪することになる。子供が成長して群れを出ていくことを特に「ディスパース（放散）」と
呼び，「一匹狼」はこの状態にあるオオカミのことである。
深めたい人に：ジュリエット・クラットン＝ブロック，渡辺健太郎訳『世界哺乳類図鑑』（新樹社，2005
年），丸山直樹，須田知樹，小金澤正昭編著『オオカミを放つ — 森・動物・人のよい関係を求めて』（白水社，
2007年）

背景知識

整理しよう！＊段落要旨・構造＊

オオカミの子育ての面白い方法
　　　　　　・雌のオオカミは穴を掘って子供を産む。

その方法　　・雌が子育て中  他のオオカミがその雌に食べ物を持ってくる。
・子供が少し大きくなる  雌は他のオオカミとともに狩に出かける。その間，他の雌が

残って子供の世話をする。

内容Check!
問　次の各文が正しければ（　　　）に○を，誤っていれば×を記入しなさい。
1.	Wolves live in pairs, and female wolves raise their babies together with their partners.	 （　　　　　）
2.	Wolves give birth to their babies in a hole.	 （　　　　　）
3.	Once they have their own babies, female wolves never have their babies taken care of by other members of 

the group.	 （　　　　　）

❖覚えておきたい表現
■	be ready to do「…する準備ができている」

ℓ.1：When a female wolf is ready to give birth, she digs a hole.「雌のオオカミは，出産をする準備ができ
ると穴を掘る。」
Ex. Are you ready to start?「出発の用意はできていますか。」
・give birth (to 〜 ) で「（〜を）産む」。「〜を産む」は have だけでも表せる。
Ex. Our dog gave birth to three puppies. ＝ Our dog had three puppies.「うちの犬が子犬を３匹産んだ。」

■	get＋形容詞の比較級「より…になる」
ℓ.4：After they get a little older, the mother can leave them「赤ん坊が少し大きくなった後は，母親は，赤
ん坊を後に残していくことができる」
・get ＋形容詞で「…になる」の意味なので，形容詞が比較級になると「より…になる」という意味を表す。
Ex. It is getting colder.「寒くなってきています。」

■	instead of 〜「〜の代わりに；〜しないで」	
ℓ.6：instead of the mother「母親の代わりに」
・instead of の直後には，of が前置詞なので代名詞，名詞，動名詞が続く。
Ex. He attended the meeting instead of the manager.「彼は部長の代わりに会議に出席した。」

■	will do「…するものだ」
ℓ.6：another female will stay behind to guard the young wolves.「他の雌が子供のオオカミを守るために，
後に残ることになる。」
・助動詞 will は習慣，習性，特性，傾向などを表すことがある。本文もこの用法である。場合に応じて「…
するものだ；…する習性がある；…する傾向がある」という意味にとるとよい。
Ex. Children will  soon lose interest when they are not interested.「子供というのものは，興味がないとすぐ
に飽きるものだ。」


